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受賞者：秋澤 紀克 会員（東京大学大気海洋研究所） 
研究対象：上部マントルでの溶融－熱水活動記録の解読 
 

授賞理由 
 
 秋澤紀克会員は，オフィオライト，海洋底，火山岩中の捕獲岩などを研究対象とし，国内外で精力的に野外
調査を行い，下部地殻・上部マントル起源物質を採取・解析することで，火成活動から熱水活動に関する
1500-500 ℃の間の現象の解明に向けた研究を推進してきた.  
学士から博士取得まではオマーン オフィオライトにおける詳細な野外調査を行い，特にマントルセクション
における類稀なる観察力を発揮し，海洋プレート形成時のマグマの発生から移動に関する部分溶融過程の変遷
を，従来よりも詳細に描き出した. また，通常は動きにくいと思われているクロミウムの熱水による再移動に
ついて明らかにした. 
 近年は，国際海洋掘削，国内の海洋試料採取航海に積極的に参加し，研究経験・実績を積み上げ，海洋研究
の立案から実行までを主導している. また，最新分析装置への適応に敏感で，極微小な白金属鉱物の発見から
白金属元素のマントル中での移動過程について議論するなど，海洋プレートの下部地殻・マントルにおける素

過程解明に関して，新たな視点・分析手法を導入することで，この分野をリードしている. 各種学会のセッションコンビーナー, 諸機関
での共同セミナーの立案・主導だけでなく，マントルプロセスに関する個別研究集会なども立案し，幅広い研究分野・世代との交流も
積極的に行っており，今後日本を代表する研究者としての一層の活躍が期待される. 
 以上の理由から，秋澤紀克会員は日本鉱物科学会研究奨励賞受賞者として相応しいと考え，ここに推薦する. 
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秋澤 紀克 会員の略歴 
 
2009年 3月 金沢大学理学部卒業 
2011年 3月 金沢大学大学院自然科学研究科修士課程修了 
2014年 3月 金沢大学大学院自然科学研究科博士課程修了（博士：理学） 
2014年 4月 金沢大学理工研究域 博士研究員 
2016年 4月 京都大学大学院人間・環境学研究科 特定研究員 
2018年 1月 東京大学大気海洋研究所 助教 
2022年 8月 Macquarie University（オーストラリア）招聘研究員 
2022年 9月  現在に至る 
 
 

  


